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1 245 192 (1,1) 191 (1,1) 195 (1,1)

2 274 207 (1,1) 203 (1,1) 203 (1,1)

3 396 305 (1,1) 283 変化点 282 (1,1)

4 402 317 (1,1)  ——  ——  ——  ——

5  —— 339 (1,1)  ——  ——  ——  ——

6  —— 373 (2,1) 358 変化点  ——  ——

7  —— 392 (1,2)  ——  ——  ——  ——

8  —— 450 側面・表 天面 (2,1) 416 変化点 415 (2,1)

9  —— 473 (1,2)  ——  ——  ——  ——

10 588 516 (2,1)  ——  —— 486 (2,1)

11  —— 538 (1,2)  ——  ——  ——  ——

12  —— 599 (2,2)  ——  ——  ——  ——
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原子力・廃炉分野の特徴として、数 m 大

の大型構造物を扱うことが多いことや、一

般的な工業製品に比べて製造数が極端に少

ないことが挙げられます。 

現在、広く利用されるコンピュータ・シ

ミュレーション（CAE）技術の中でも、振

動・衝撃を扱う「動解析」は若干解析精度

が低いため、実製品からのフィードバック

が必要ですが、廃炉分野の大型構造物では

フィードバックが容易ではありません。 

 

 
そこで、本研究では大型機械構造体を対

象に、CAE による設計と試作品の実験・ 

 

 

の実験評価 

 

 

 

評価を組み合わせることで、設計初期の段

階で実物大製品の振動特性・耐久性を正確

に予測し、設計改善を行う技術を開発する

こととしました。  本年度は、箱型溶接構

造体を対象に、CAE 及び実験の両面から振

動特性の評価を行いました。 

 

 

CAE と実験の整合性を評価した結果、実

製品における「溶接未溶着部」を反映する

ことが極めて重要であり、適切なモデリン

グをすることで固有周波数や変形モードが、

実験と極めて良い一致を示すことを明らか

にしました。今後は梁構造の評価、振動耐

久性の予測、トポロジー最適化の活用など

に取り組む予定です。 
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